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公　式　試　合　記　録

試合番号 開催日 開始時間 プール／回戦 試 合 会 場

⑥ 11月25日（土） 14:30 準決勝 大井ホッケー場 メインピッチ

第97回男子全日本ホッケー選手権大会
2023年11月24日（金）～11月26日（日）　

公益社団法人

日本ホッケー協会

チーム名

3

1 1  Q 0

1 4  Q 1 （奈良県）

1 1 LIEBE

2ＬＩＥＢＥ栃木
1 2  Q 0

天理大学
0 3  Q 1

（栃木県）

21 6 天理大学

11 11
出場時間 背番号 氏　　　名　(GK/C) Ｇ Ｙ Ｒ

× 1 大嶋　鴻太 × 1

Ｒ 出場時間 背番号 氏　　　名　(GK/C) Ｇ Ｙ

坂口　尚哉 （GK）

× 2 下畝地　洸聖

8 3 渡部　純

× 4 森　丈一郎 （C）

6 3 和田　友道

13 × 2 石川　創

× 4 霧下　義貴

7 5 佐藤　有亮 ×

35 6 江田　司 4 6

5 藤原　拓馬

中嶋　丈太

× 7 加藤　凌聖

5 8 大嶋　雄飛

6 7 伊藤　瞭汰

× 8 渡辺　圭太

× 10 星　卓 (C) × 10 松島　貴也

× 9 大橋　雅貴 37 7 9 松崎　唯斗

5 14 大橋　飛人 × 12

× 11 田中　翼

和田　公志

× 11 松本　航

× 15 永吉　拳

5 16 植木　涼太

× 13 山堀　裕陽

× 14

18 湯澤　雅也 4 17

石崎　有真

中田　瑞輝

× 27 森田　陽介 (GK)

× 29 村田　和麻

16 18 黒田　紀彰 （GK）

コーチ 若林　勝己 コーチ 稲山　巧

× 30 落合　大将 4 23

× 21 千葉　友貴

 監　　督  監　　督

 福田　敏昭  穴井　善博

小林　一成 36

 アンパイア  アンパイア

堀江　紀之 木下　英貴

 スコアリング ジャッジ  タイミング ジャッジ

吉田　明日香 村越　智子

 Ｔ　　Ｏ  リザーブ アンパイア

梶田　賢二 成田　健一

チーム 時間 № 種類 得点 № 種類 得点

LIEBE 14 11 FG 1 0

チーム 時間 № 種類 得点 チーム

LIEBE 19 7 FG 2 0

時間

LIEBE 46 7 FG 3 1

天理大学 38 21 FG 2 1

天理大学 50 21 PS 3 2

種類： FG =  ﾌｨｰﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ．PC =ﾍﾟﾅﾙﾃｨｺｰﾅｰ．PS = ﾍﾟﾅﾙﾃｨｽﾄﾛｰｸ

特記事 VUMP 藤原　信幸
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1 1Q 0

1 2Q 0

0 3Q 1

1 4Q 1

第2試合

3 2LIEBE栃木 天理大学

得点
LIEBE栃木→14分松本、19分加藤、46分加藤

天理大学→38分千葉、50分千葉

戦評

栃木のセンターパスにより第1Q開始。4分栃木#29村田が右サイドから強烈なセンタリングを放つが、得

点には繋がらない。10分栃木がPCを獲得、タッチシュートを狙うも枠をとらえることができない。12分栃木

#2下畝地にグリーンカードが出される。14分栃木#29村田からのパスを#11松本がタッチシュートを決め、

1-0とする。天理も果敢に攻めるが、栃木の固い守備に拒まれ第1Qが終了する。第2Q開始直後から栃

木が優位に試合を進める。16分栃木#2下畝地がプッシュシュートを放つも天理GK#18黒田のセービング

に阻まれる。19分天理は左サイドからのセンタリングを放つと、#21千葉がシュート。シュートは阻まれ、

PCを獲得したかにみられたが、栃木がビデオリファーラルを要求。認められ、判定が変わり栃木ボールで

のリスタートとなる。19分栃木のロングパスから栃木#7加藤がシュート決め、2-0とする。25分天理がPC

を獲得、#21千葉から#17中田がタッチシュートを狙うも枠をとらえることができない。第2Q中盤以降、天理

はサイドからの攻撃を増やすも栃木の固い守備によりゴールまでには至らず、前半終了する。

天理のセンターパスにより第3Qが開始される。31分栃木はハイプレスからボールを奪い、PCを獲得する

も、栃木のミスから、天理がボールを奪いカウンターで栃木サークルに侵入するも得点にならない。36分

天理は右サイドから素早いパス攻撃で、サークルインするも得点には至らない。38分天理#21千葉がGK

のこぼれ球を押し込み、1点を返す。39分栃木#29村田からの攻撃でPCを獲得する。ストップミスにより、

得点には繋がらない。このまま一進一退の攻防が続き、第3Qが終了する。第4Q開始早々、天理#21千

葉がスクープパスを受けシュートを放つも、枠をとらえることができない。46分栃木#7加藤が強烈なヒット

シュートをゴール右下に決め、3-1とリードを広げる。50分天理のセンタリングに#21千葉が反応し、ヒット

シュートを放つも倒され、PSを獲得。#21千葉が決めきり、3-2と点差を縮める。第4Q中盤、両者一進一退

の激しい攻防が繰り広げられる。54分栃木がPCを取得。天理GK#18黒田の好セーブにより、得点にはな

らない。58分天理のカウンターからサークルインまで持ち込み、PCを獲得するも、得点にはならない。両

者攻撃の手を緩めないまま、試合が終了。栃木が3-2で勝利し、決勝進出を決めた。




